
○ 外部形態に見られる特徴の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 各部位の測定 

 

石川県立七尾高等学校 

○はじめに 

 七尾高校には、ヤマイヌの剥製標本（以下本校剥製標本）が保存されている。いわゆるヤマイヌとは、明治時代に絶滅したニホンオオカミと

野犬の両方を指している。昭和 49年の北國新聞から、当時来校した専門家達が本校剥製標本についてイヌであると断定した、外皮のみニホン

オオカミ、頭骨はキツネであるという見解を示したことがわかっている。しかし、これは現在から 50年前の出来事である。そこで、レントゲ

ンや CT、DNA 調査などの手法を用いて改めて本校剥製標本について調査し、種を同定することを目的とした。なお、ニホンオオカミの剥製標

本は世界に 6体しか存在せず、本校剥製標本がニホンオオカミであれば大きな発見となる。 

○考察 

既存標本の最小値-最大値の範囲から外れていたのは、人為的な成形の結果と考えられる。皮膚からは、人と細菌の DNAのみ確認され、本校剥

製標本のものと思われる DNAは抽出できなかったと考えられる。骨から採取した DNAは増幅が確認されたため、今後シーケンスを行う。 

○参考文献 
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胴長のみ既存標本の最小値-最大値の範囲内であった。 

 

【結果】 

先行研究と同一の部位を計測し、既存標本の測定値の 

最小値-最大値の幅と比較した。 

表１ 本校剥製標本の測定値と既存標本の測定値の比較 
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○ DNA解析 

 

 

 

 

 

図 2 本校剥製標本に見られる特徴。赤字はオオカミに見られる特徴。 
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細長く成形された胴 

変形した脚 

ニホンオオカミの外部形態と本校剥製標本の外部形態を比較した。 

【結果】 

 

① 前肢が短い ② 耳が短い ③ 額段が浅い 

④ 背中、前肢に黒い毛がある 

ニホンオオカミ イヌ 
図 1 額段の特徴。ニホンオオカミでは額が出っ張らない。 
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図 3 電気泳動の結果。 
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図 4 電気泳動の結果(骨)。  

シーケンス：ヒトと細菌の DNAが確認された。 

 

オオカミ、哺乳類ともに 

DNAの増幅が確認された。 

【結果】 

DNA 抽出：皮膚から DNA を抽出。タカラバイオ社の Nucleo Spin 

Tissueを使用。 

PCRと電気泳動： 

 

哺乳類のユニバーサルプライマーと 

オオカミ用プライマーを使用。 

DNA 抽出：骨から DNA を抽出。カネカの簡易 DNA 抽出キットと

タカラバイオ社の Nucleo Spin Tissueを使用。 

PCRと電気泳動： 

 

哺乳類のユニバーサルプライマーと 

オオカミ用プライマーを使用。 

シーケンスは今後実施予定。  

オオカミ、哺乳類ともに 

DNAの増幅が確認された。 

【結果】 


